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はじめに	
 

	
 熱アシスト磁気記録(HAMR)媒体では異方性定数 Kuとともにキュリー温度 Tcを指定する必要があるが、	
 

Kuは Tcの関数である。そこでバルクの Fe-Pt の Kuに対する膜の Kuの本質的な比、異方性定数比 Ku/Kubulkを

導入した.1,2)	
 Ku/Kubulkが同じであれば Kuが異なっても媒体の作製難易度は同じであるが、Ku/Kubulkを大きく

することは難しい。そこで Ku/Kubulkを小さくする HAMR の設計を考える。	
 

研究結果	
 

	
 本研究では情報の安定性を考慮して媒体設計を行った。主な条件として(1)情報の長期安定性

Ku(Ta)Vm/(kBTa)≧TSF10と，(2)記録時の情報安定性ΔT/Δx(y)≦∂T/∂x(y)を考える．Taはドライブの最高

動作温度であり，Ta	
 =	
 330	
 K とした．TSF10	
 は統計的に算出された熱揺らぎ指標である.ΔT/Δx(y)	
 は媒体

が要求する温度勾配であり,∂T/∂x(y)	
 は熱伝導シミュレーションによって得られた温度勾配である。

HAMR	
 の最大書き換え数を 104回 1,2)から 107回に変えた．	
 

	
 Table	
 1 に結果を示すが標準パラメーター値 1,2)で計算した Ku/Kubulk	
 は 0.72 であった．条件(1)を緩和で

きるパラメーターは書き込み温度 Twと記録層膜厚 h,グレイン間交換結合 emの利用
3)であり,条件(2)を緩和

できるパラメーターはシングル磁気記録(SMR)と HAMR を組み合わせた SHAMR の利用と Twである．Twを標準

パラメーター値の 500	
 K から 550	
 K に高くすると Ku/Kubulk	
 は 0.63 に下がった．しかし hを厚くしたり，em
を利用しても，律速が条件(2)のためそれぞれ 0.71 と 0.69 と Ku/Kubulk	
 の低減にあまり効果がなかった．

SHAMR の利用はΔT/Δx(y)を下げられるので Ku/Kubulkは 0.64 に下がった．Twの上昇は Ku(Ta)を大きくでき

るだけでなく∂T/∂x(y)も大きくできる.さらに,emと SHAMR を同時に利用すると，Twを上昇させなくても

Ku/Kubulkは 0.58まで下げられ,hを

厚くして同時に SHAMR を利用して

も，0.57 まで低減できる．Twを高

くできる場合には，SHAMR と組み

合わせることによって，Ku/Kubulk
をさらに 0.51 まで下げられる．	
 

	
 HAMR の媒体設計では律速条件

が(1)か(2)かを区別することが重

要である．そして，律速条件を緩

和できるパラメーターを改善する

ことが必要である．	
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